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感染対策室ニュース

2016年以降、薬剤耐性菌対策のために、抗菌薬適正使用が推進され、当院でも抗
菌薬適正使用支援チーム（AST)が活動している。
抗菌薬を適正に使用する為には、培養検査の正しい結果は必要不可欠

当院の血液培養の採取状況・適正さ評価
2セット採取率はよいが、

汚染率が年々増加して
おり基準より
高いことが問題

汚染（コンタミネーション）定義

2セット以上採取された血液培
養の内、と規定の菌種が1セッ
トのみ発育している場合

汚染回避の為には

 適切な皮膚消毒

 血液培養ボトルの消毒

 適切な採取部位の選択

適切な消毒 ボトルのゴム栓の消毒

適切な部位の選択

⚫ 有機物を除去した上で
消毒しましょう

⚫ 消毒が乾燥するまで待っ
て穿刺→乾燥待ち約2分

⚫ ゴム栓部位をアルコール
綿でゴシゴシ消毒

⚫ 蓋があってもゴム栓は滅
菌されていなことを知ろう

⚫ 鼠径部の汚染リスクは高い
⚫ 血管内留置カテーテルから
の採血は汚染リスク「高い」
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ポピドンヨードでは
ゴムが劣化するので、
アルコール綿で行う日本BD
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